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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｇｅ２～２０質量％を含み、残部がステンレス鋼である焼結部材からなることを特徴と
する健康器具。
【請求項２】
　前記焼結部材の気孔が樹脂により封孔されていることを特徴とする請求項１に記載の健
康器具。
【請求項３】
　ゲルマニウム粉末２～２０重量％および残部がステンレス鋼粉末からなる混合粉末を、
所望の形状に圧粉成形した後、１０００～１３００℃の焼結保持温度で焼結することを特
徴とする健康器具の製造方法。
【請求項４】
　前記焼結において、少なくとも８００℃から焼結保持温度までの温度範囲を１０℃／分
以下の昇温速度で昇温することを特徴とする請求項３に記載の健康器具の製造方法。
【請求項５】
　前記焼結の後、樹脂を含浸することを特徴とする請求項３または４に記載の健康器具の
製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、人体の皮膚に直接接触させて用いる健康器具に関し、特にゲルマニウムを含
有する健康器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　ゲルマニウムは半導休としてよく知られた元素であるが、人体の皮膚に接触させて用い
た場合、ゲルマニウムはイオン反応により水素と結合して体外へ水素を排出することで体
内の酸素濃度を増加させ、体機能の回復や細胞修復を活性にするという作用、および、ゲ
ルマニウムは、温度が３２℃以上で電子が離脱し易くなるため、その電荷が生体電流を整
えるという作用等の健康増進作用があるとされている。
【０００３】
　このようなゲルマニウムを用いた皮膚当接健康器具として、特許文献１等がある。また
、このようなゲルマニウムの健康増進作用を利用した健康器具として、鋳造により造形し
たＧｅ９９.９９９質量％で構成された粒状の健康器具や、ネックレスもしくはブレスレ
ット状の健康器具が製造販売されている。
　また特許文献２には、これらゲルマニウムを用いた健康用皮膚当接片はゲルマニウムの
表層部しか治療効果に寄与してない傾向が指摘され、ゲルマニウム粒子と銀、金、錫等の
イオン化しにくい金属とを混合焼結して成形した皮膚当接片が提案されている。さらに特
許文献３にはステンレス鋼合金粉末にトルマリン粉末を添加してなる圧粉成形体焼結した
アクセサリーが開示されている。
【０００４】
【特許文献１】特公昭５８－４８１８６号公報
【特許文献２】特公昭６１－１５７０３号公報
【特許文献３】特開２００３－１０５４８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のようなゲルマニウム健康器具であるが、ゲルマニウムは硬く、加工性が悪いとい
う欠点を有しており、鋳造により造形した後、切削や研削等の機械加工を施すと製品に欠
け等が発生しやすく、製造歩留まりが悪いことが問題となっている。ゲルマニウムは鉱石
として値段が比較的高く、上記の製造歩留まりの問題は直接コストに影響を及ぼす重要な
問題となっており、加工し易い、もしくは加工不要のゲルマニウム健康器具が望まれてい
る。
【０００６】
　本発明は、上記のような状況の下、加工不要であり、かつ安価なゲルマニウム健康器具
およびその製造方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者等は、ゲルマニウム健康器具の製造に、ニアネットシェイプの造形を特徴とす
る粉末冶金法の適用を検討し、本発明に至ったものである。具体的には、本発明の健康器
具は、粉末冶金法により健康器具を製造することによって、加工不要とするとともに、Ｇ
ｅ２～２０質量％を含み、残部がステンレス鋼である焼結部材からなることを特徴とする
。また、このような健康器具は、上記焼結部材の気孔が樹脂により封孔されていることが
望ましい。
【０００８】
　さらに、本発明の健康器具の製造方法は、ゲルマニウム粉末２～２０重量％および残部
がステンレス鋼粉末からなる混合粉末を、所望の形状に圧粉成形した後、１０００～１３
００℃の焼結保持温度で焼結することを特徴とする。なお、前記焼結において、少なくと
も８００℃から焼結保持温度までの温度範囲を１０℃／分以下の昇温速度で昇温すること
が好ましく、また、前記焼結の後、気孔中に樹脂を含浸することが好ましい。
【発明の効果】
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【０００９】
　本発明のゲルマニウム健康器具は、ニアネットシェイプの製品形状が得られる粉末冶金
法により製造されたものであるから、加工が不要、もしくは必要な場合でも最小限の加工
で済むものであるとともに、Ｇｅ２～２０質量％を含み、残部がステンレス鋼である焼結
部材から構成されたものであるため、皮膚と接触して装着しても発汗等による錆が発生せ
ず、ゲルマニウムの健康増進作用を有する当接片を安価に得られるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の健康器具は、粒状に造形した場合、粘着テープにより皮膚に直接貼り付けられ
たり、ネックレスもしくはブレスレットとして造形し、皮膚と接触させて装着したりする
ので、人体の発汗等による発錆を防止する必要があり、そのためステンレス鋼をベースと
して、これにＧｅを含有させることで、発錆の問題を回避するとともにゲルマニウムの健
康増進作用を両立させたものである。
【００１１】
　健康器具としての上記ゲルマニウムの作用は、含有量が２質量％に満たないと上記健康
増進作用が乏しく、２０質量％を超えると、ゲルマニウム粉末が硬く靱性に乏しいことか
ら、成形金型の損耗が著しくなるとともに、原料粉末の圧縮性が低下し、成形体密度があ
まり上がらない結果、得られる焼結体密度も低下して耐食性を低下させることとなる。よ
って、Ｇｅの含有量は２～２０質量％が適当である。このときＧｅは、ステンレス鋼基地
中に拡散固溶し、合金化した状態で存在する。本願発明のようにゲルマニウムが液相を発
生して液相焼結となる結果、気孔量が低下し錆の発生を防止するという効果を示すことは
、例えば前記の特許文献３のトルマリン鉱石を用いた場合には見られないものである。
【００１２】
　なお、ステンレス鋼には、ＪＩＳ規格によって、組成が、質量比で、Ｃｒ：１５～２６
％、Ｎｉ：３.５～２８％、Ｃ：０.１５％以下を必須成分とするオーステナイト系ステン
レス鋼や、組成が、質量比で、Ｃｒ：１１～３２％、Ｃ：０.１２％以下を必須成分とし
、Ｎｉを含有しないフェライト系ステンレス鋼や、組成が、質量比で、Ｃｒ：１１.５～
１８％、Ｃ：１.２％以下を必須成分とするマルテンサイト系ステンレス鋼等が規定され
ている。
【００１３】
　このうち、オーステナイト系ステンレス鋼が最も耐食性に優れるため、本願のような人
体に直接接触する健康器具には好適であるが、フェライト系ステンレス鋼粉末の方が軟質
で粉末の圧縮性が高いため両者それぞれの長所から共に使用に適している。
【００１４】
　また、本発明は粉末冶金法により形成するものであるから、粉末冶金法の特徴であるネ
ットシェイプの製品が得られ、加工が不要もしくは加工が最小限で済むが、粉末冶金法に
起因する気孔が残留すると、たとえステンレス鋼とはいえ、気孔が汗等を吸収して孔食腐
食による発錆の虞があるため、気孔中に樹脂を含浸して封孔し、汗等の気孔への進入を防
ぐことが効果的である。特に、ベースとしてオーステナイト系ステンレス鋼よりも耐食性
の劣るフェライト系ステンレス鋼を用いた場合には、気孔への樹脂含浸による封孔は強く
推奨される。含浸する樹脂としては、アクリル系樹脂、塩化ビニル系樹脂、ウレタン系樹
脂、シリコン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂等が使用される。
【００１５】
　上記のような健康器具は、ステンレス鋼粉末に、ゲルマニウム粉末を２～２０重量％添
加し、混合した混合粉末を用いて、所望の形状に圧粉成形し得られた圧粉体を、１０００
～１３００℃の焼結保持温度で焼結することで得ることができる。焼結温度が１０００℃
より低い場合、焼結による粉末間の相互拡散が不十分となり、十分に緻密化せず、気孔量
の多いものとなり耐食性が低下することとなる。一方、１３００℃を超える温度で焼結す
ると製品の型くずれが著しくなるので好ましくない。
【００１６】
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　また、前記のように焼結の昇温過程において、Ｇｅはゲルマニウム粉末からステンレス
鋼基地中に固体拡散するが、８００℃程度より液相を発生し、液相焼結となってＧｅの均
一な拡散及び焼結によるステンレス鋼粉末の拡散を進行させて緻密化に寄与する。この液
相の発生が急激であると、焼結体にブリスターが生じて、外観不良が生じることがあるた
め、焼結の昇温過程においては、少なくとも８００℃から焼結保持温度までの温度範囲に
おいては１０℃／分以下のゆっくりとした速度で昇温することが好ましい。
【００１７】
　このようにして得られた焼結体は、Ｇｅ液相により緻密な焼結体となっているため、気
孔量が少なく、耐食性に優れるものである。
【００１８】
　さらに、本発明の健康器具は、皮膚に直接貼られたり、皮膚と直接接触して装着された
りするものであるから、より一層の耐食性の向上を望む場合には、上記により得られた焼
結体の気孔中に樹脂を含浸して封孔すると、孔食腐食の原因となる気孔が皆無となるため
効果的である。
【実施例１】
【００１９】
　ゲルマニウム粉末とステンレス鋼粉末としてＪＩＳ規格のＳＵＳ３０４相当の粉末を用
意し、表１に示す割合で配合して混合した原料粉末を、基部直径がφ７ｍｍで基部高さが
１.６５ｍｍ、基部から円錐頂部までの高さが1ｍｍの独楽形状の試験片に、成形圧力６８
６ＭＰａで１００個連続成形して、試料番号０１～２１の成形体試料を作製した。
　この連続成形の後、金型の状態を目視により観察し、金型摩耗が発生している試料につ
いては製造に不適と判断し以降の製造を中止した。摩耗が認められない場合に、得られた
各成形体試料より２２個を、表１の焼結条件で、水素ガス雰囲気中で焼結して焼結体を作
製した。なお、焼結において、８００℃までの昇温速度は２０℃／分で行った。この焼結
の後、外観に不良が認められる試料については製造に不適と判断し試験を中止した。外観
が良好な試料について１個を用いて焼結体試料の相対密度を測定した。また他の１個を金
属組織観察に供し、金属断面の組織観察を行った。残りの各２０個の焼結体試料について
、一部にアクリル樹脂を含浸して試験用試料を各２０個作製した。また比較のため同形状
の、ゲルマニウム含有量が９９.９９９質量％の鋳造品を２０個作製し、試料２２とした
。
　なお、試料０１～２１の外観色はステンレス基地の色であるが、試料２２は若干黒っぽ
い色を呈しているため、外観よりその区別が判別できないよう、これらの試料に黒色の塗
料で塗装を施して被験者装着試験に供した。
【００２０】
　上記により作製した試験用試料を、被験者に配布して直径φ２０ｍｍの絆創膏で皮膚上
に貼り付け、３ヶ月後にこれら被験者に、肩こりの治癒等の効果の有無のアンケート回答
を求めるとともに、使用による発錆が認められるかどうかについて調査した。以上の結果
を表１に併せて示す。
　なお、ゲルマニウム含有量の異なる試料０１～０３、１４および２２の試験用試料につ
いては、被験者１００人に対し試験用試料各２０個をランダムに配布し、１個／人装着さ
せ、そのゲルマニウム含有量の効果および発錆の有無を確認した。また試料０４、０５、
０７～１２の試験用試料については、被験者４０人に各試験用試料をランダムに被験者一
人当たり、これらの試料の中から４個を選んで、同時に装着させ、焼結条件等による効果
および発錆の有無を確認した。
　さらに、ステンレス粉末の鋼種が同じで樹脂含浸の有無が異なるものである試料１６と
１７、試料１８と１９、および試料２０と２１の試験用試料については、鋼種毎に被験者
２０人に樹脂含浸のある試料とない試料を同時に各１個ずつ装着（２個／人）させて、樹
脂含浸の有無およびステンレス粉末鋼種の差異による効果および発錆の有無を確認した。
以上、被験者２００人による装着評価結果を表１に併せて示す。
【００２１】
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【表１】

【００２２】
　表１より、ゲルマニウム粉末の添加量が２０質量％以下の試料は全て１００個の連続成
形後、金型に摩耗が認められず、次工程の焼結工程に移行しているが、ゲルマニウム粉末
の添加量が２０質量％を超える試料番号１５の試料については、１００個の連続成形の後
、金型に摩耗が発生しており、試料作製が中止されていることがわかる。よって、粉末成
形のためには、ゲルマニウム粉末の添加量を２０質量％以下に止めるべきであることが確
認された。
【００２３】
　なお、焼結工程に進めた他の試料については、金属組織を確認したところ、いずれもゲ
ルマニウム粉末として与えたＧｅがステンレス基地中に拡散固溶し、合金化していること
がわかった。
【００２４】
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　試料番号０１～０３、１４および２２の試料の装着結果より、Ｇｅ含有量が２質量％以
上であればゲルマニウムの治癒効果があることがわかる。また、Ｇｅ含有量１０質量％以
上であれば、Ｇｅ含有量９９.９９９質量％の鋳造品と同等の効果があることも確認され
た。よって、Ｇｅはステンレス基地と合金化していても問題なく治癒効果を発揮すること
が確認された。また、これらの試料いずれにも発錆が認められず、Ｇｅ含有量による耐食
性の問題は生じないことが確認された。
【００２５】
　焼結工程後、試料番号０６の試料について、８００℃から焼結保持温度までの昇温速度
が１０℃／分を超えており、ゲルマニウム液相が一時期に急激に発生したため、焼結体に
ブリスターが認められ、以降の試験が中止されていることがわかる。なお、焼結保持温度
までの昇温速度が１０℃／分以下の試料番号０３および０５の試料は、被験者装着試験に
供されており、良好な治癒効果および良好な耐食性を示している。
　よって、８００℃から焼結保持温度までの昇温速度が１０℃／分以下であることが健全
な試料作製のために必要であることが確認された。
【００２６】
　試料番号１３の試料については焼結工程後の外観不良によって試験が中止されているが
、これは焼結保持温度が１３００℃を超えたため、焼結時の収縮量が大きくなりすぎて型
くずれが発生したものである。また、試料番号０３、０７～１０、１２および１３の試料
の装着結果より、焼結保持温度が１０００℃に満たない試料番号０７および０８の試料で
は焼結による緻密化が不十分で、残留するする気孔の量が多く、樹脂含浸後であっても錆
が全面に発生しており、焼結保持温度は１０００～１３００℃が適切であることが確認さ
れた。
【００２７】
　試料番号０３、１０、１６、１８、２０の試料（樹脂含浸あり）、および試料番号０４
、１１、１７、１９、２１の試料（樹脂含浸なし）を比較することによりステンレス鋼種
による治癒効果および耐食性への影響および樹脂含浸の効果の有無を調査することができ
る。これらより、オーステナイト系ステンレス鋼およびフェライト系ステンレス鋼の鋼種
によらず、いずれも治癒効果が認められることがわかった。また、樹脂含浸を施さないＳ
ＵＳ４３０およびＳＵＳ４３６の試料１９、２１については、ごく微量の発錆が認められ
た。これらは健康上全く問題のない程度であるが、皮膚に直接接触させて使用することか
ら、ＳＵＳの種類によっては樹脂を含浸するとより好ましいことがわかった。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
　本発明は、粉末冶金法により健康器具を製造することで加工不要とするとともに、Ｇｅ
２～２０質量％を含み、残部がステンレス鋼である焼結部材からなることから、耐食性に
優れるとともに、ゲルマニウムの健康増進作用を兼ね備えたものであるから、皮膚に直接
貼り付けたり、装身具として皮膚と接触して装着される健康器具を安価に提供することが
できる。
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